
明代白話作品に見られる“在V"
一一《三宝太監西洋沼》を中心に一一

伊原大策

“在y"の匂型は，語法史的には新しし、勾型であり，その由来は南方方言に

基づくと，一般には考えられている 1)。事実，“在Y"のA例が目立ち始める

のは，五・四期以降の南方系作品においてであり，標準的な訟法として北方に

も普及するのは，それよりもやや遅れる。五・四期以前の作品からvi，“在Y"

のまとまった用例を見い出すことは難しく，明清の白話作品中で、は，形態、の点

で類似した“正在y"及び“在那里Y"を認めることができるばかりであるの。

これら二つの句型のうち，形態的に“在V円により近い姿を呈している“正在

Y"にしても，多くの作品において常用されるのは，現代の万麿後期以降であ

り，それ以前の作品から“正在Y"の用例を検出することは困難であるの。さ

らに形態と機能の両面において“在Y" と“正在Y" とのに1=111ë~に位置するかに

見える ι述在V日(または“都在Vヘ“也在y"，“又在Y"など〉についても，

その成立は清代中期以前に遡ることはできないとされる心。

このように，現代語では高い頻度で用いられる“在日を伴なう語法は，語法

史の中では比較的新しいものと考えることができそうではある。しかしながら，

これらの匂型は，実は断片的にではあるが，古い時代の作l♀lからも複数の例jを

見い出すことができるのであり，テキストの信想、性に対ーする疑問を筈IJ51'-'、て考

えても，山正在Y"，“述在Y"及び“在Y"の匂型を成立させる語法の流れが，

そこに潜んでいる可能性を否定できなし、。突如として現われてはたちまち消え

ることを繰り返したかに見えるこれらの句型は，文学言語として白詩作品に定

着ーする以前は， どのような姿をしていたのであろうか。

小論は，これまで等閑視されていた“(正〉在Y"の明末頃までのわずかな

例を顧みると共に，合わせて，現代中其8の特定の作品に“(豆〉在Y"が大量

に伎われている事実を指摘し，いささかの検討を加えることを試みる。もとよ

り，白話作品は(散佼したものを含めれば〉無限であり，管見に及ぶものはわ

ずかに過ぎなし、。小論で取っ上げることができる用例に，資料としての係りが
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生じることはやむを得ーなし、。

2 

“在日を伴う語法は，それぞれやや異なる機能を担っているものの，形態の

点、で、類似点を持つためか，ある時期には互いに影響を及ぼし合ったことが考え

られる。現代では老舎の作品にその痕跡を見ることが可能であるO

例えば，

①好像全世界的黒陪者1;在等着他似、的。({賂詑祥子~ 3) 

②心中老在究Q，共老侭着，志了述有日月，忘了老天。(向上〉。。
民間初期の北方系作品で、は，一般に“在Y"が用いられることは少なく，そ

れに類似したものとして“正在V日及び“述在Vη 型を見い出すことができるO

これは“在Y"が北方で受け入れられる際に， H述在Y"型が“正在V日との

間の過渡的形態としての役割を果たしたためと考えることができるの。

清代以前の作品においても，南方・北方の別を関わず，“在y"が使われる

ことは稀であり，太田1958は次の例の“述在Vけを，“正在V円より生じた“在

Vη の一変形としての最も初期の例であると指摘する6)。

③若是述在庄考， j資契留意若君。({儒林タト史) 7) 。。
しかし“述在Y"型の用例は，それ以前に全く存在しなかったということ

はない。

③j京来一千黒j丸一ノト道人，一↑白衣秀才都在高淡i習治。({唐三頭西音寺侍》
o 0 

8及び《西瀞i己待} 2) 

③余人都在要笑，内一↑娘快的指道。 (40四本《平妖侍} 3) 。。
⑥武松使特身回近万来，那5長都監方オイ申得脚劫……，丙令部在持命 ζ({水詐

o c 
持)31)7) 

⑦那小新i扶filJ在地，尚在舟命。({水渋侍)103) 。。
⑧在前述癌里{也有一担貨物，被人拾了去，也在約1:G]o ({水前后待>>2)S) 。。
こうした用例の多くは，いずれも“正在Y"を少なからず含んでいる作品で

用いられている。この事実から，“正在Y"と“述在Y"型との間には，ここ

でも何らかの相互関係が生じていたことが考えられるが，“正在V"の使用頻

度がとりわけ高い作品にのみ“述在Y"型が現われるわけではなし、c したがっ

て， 1日白話において“正在V日と“述在Y"との間に何らかの関係が存在した

か否かは，これらからは判断し難い。

そこで“正在V"について見てみると，拐の万j奮後期以降の作品にしばしば
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この句型が使用されるのを知ることができるが，宋元の姿を伝えるとされる作

品にも，わずかながら“正在Y"を見い出すことができるO

⑨IÎll起王在長信吉千I~:沼未醒，正在i珪l盟。({前次判i平 i活》中〉。。
⑮宋江一見了史侍附↑正在{{引奇，使一余念ベ怒友{IIJ冠。({室恭i逸事》前)9)。。
同様に，“在日を伴う匂型のうち，最も成立が遅れたとされている“在Y"に

しても，宋代の作品からさえ，その用例を検出することができる。

⑬昔有二人在耕EBo({笑海払珠~ 3)10) 。
また，見かけ上，“在Y"でありさえすればよいとするのであれば，さらに

いくつかを指摘で、きるが，中でも次の例は，定形化して各所で、使われるものの

ひとつで、ある11)。

⑫ 魯述在逃，行3=j=令海~ii急道的文持，各失t追捉。({水浴待~ 3) 。。
以上のように，“正在V"，“述在vヘ“在Y"の匂型は，古くから存在し，

出現と消滅を繰り返し，ある時期に至って急速に安定した形を整えるに至った

と見ることができる。しかしながら，これらの用例はあまりに散発的であり，

その分布や用法に一定の偏りや傾向を見い出すには十分でなし、。これら三句裂

の検討に，これまで用いられてきた資料を重視する眼り，こうした匂型がまと

まった用例を示すのは，やはり相当に新しい時代に始まるということになるO

ところが?現代中頃に成立したとされる白話長編小説に，“正在Vヘ“述在V"，

“在V円がそろって大量に用いられるとしづ事実が存在する。万麿了直(万麿

25年 =1597年)歩埜登の序を持つ《三宝太監西洋沼通信演X~ がそれである 12)。

3 

弥1982によれば， {香[JJi己持奇》序にも歩懸登の名が見え， {I白海怠自提要》

は歩:竪笠を!決百人で、あるとする。作品中には呉語に近い語実が少なからず含ま

れることから， 29怒登がi決西人で、あるとする説に疑問を示す立場もあるが13)，

成立年代についての異論は提出されていない。一方，時代をある程度反映する

であろういくつかの特定の語索・語法に注目すると，一般に古いとされるもの

から比較的新しいとされるものまで広く用いられており，また内容的には《西

滋i己》と共通の話柄もあるので，作者が先行Lの作品の内容や形式を使いながら

《三宝太監西洋氾》をまとめたことを思わせる。

こうした点は，いずれもこの作品が明代中期の成立であるとする考えと，大

きく矛盾しなし、。しかし，“在日を伴う語法については， {三宝太監西洋i己》は

その前後の時代に成立した作品とは甚だ異なった様相を呈している。“正在Y"
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が38例，“述在Y"が38例，さらに“在Y"が17例も存在するのであるO これ

は，“正在Y"の出現時期が，羽田本《平妖待〉や120田本《水静停》より些か

早いという点のみではなく，五.Im期以前にはまとまった形でイ吏われることが

ないと考えられていた“在Y"までもが多数用いられているという点で大いに

注目できるO そこで，以下に《三宝太監西洋沼》における“在日を伴う匂型の

用法について，検討を加えてみたい。

4 

《三宝大監西洋氾》の“正在Y"を考えるにあたって，それと関連があると

忠われる μ正Y!可(失LI涼)日及び“正在YI司(失1:， 1涼〉について見ておきたい。

⑬正走之i乱撞着一位寅日官来了。〈第11回，他に第36自にも類例あり〉。 。
⑭正行之床猛折得后面域系速夫。(第33民イ世に3 第 6息 11回， 39回，

o 0 

40@]にも類例あり〉
⑬正在f用婆之失1:，只!好得盗旗宮路在iづタト葉道。(第18回，他に第50自にも類

o 0 0 

例あり〉

⑬正在践蕗之向，那続得金毛道長一下宝貝打将来。〈第55回〉
000  

これらの匂型は，多くの場合，動作が行なわれる時間の一点を指定する従匂

として用いられるが，そこでイ吏われる動詞の性質と相まって，進行の概念を表

す機能をも持ち得るO しかしながら，こうした機能は，現代語におけるアスペ

クトを示すものと些か異なることは，訂正在YI可'の中に程度補語構造や否定

詞が含まれることからも知られる。

⑫正在追在的安溜タLキ幻涜道。(第7回〉
o 0 x 0 

⑬判官正在没走兵L 一五胞上了殿。(第91回〉。o x 0 

“正Yj河口や μ正在YI河"が多用されるとしづ事実は， {三宝太盤西洋i己)vこ

特徴的なものではなく， {西滋i己》などの佳作品にも認めることのできるもの

であるO この点で《三宝太盤西洋i己》は現代中期の白話作品の一般的な姿を示

していると言えるが，“正在V"については，同時期の作品とはいくぶん異な

る。次に“正在¥1"を見てみたL、。

5 

⑬iNj下里正在作笑，忽i珂得半空中支IJ剰刺一千日向声。(第 4回〉。。
③ivni徒約正在閃淡i潟i色不覚得就是蛾眉山了o (第 7回〉

o 0 

@長老正在升座玄淡，信j又到了，長老使女lJ其情。(第10回〉
o 0 
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《三宝太監西洋i己》では，“正在日と動詞がi直接に結び付くこうした句型が常

用されており，作品全体で、は，“正YI河口と“正在YI河口を合わせても43例に

しか達しないのに対して，“正在Y"は38例にも及ぶ。明代仁|コjJ)]のいくつかの

作品を基に判断する限りでは14)，“正在Y"がこのように数多く用し、られると

いう点において， {三宝太監西洋i己》は特異であると言わねばならない。

この“正在Y"は，“正V何日や“正在Yr可》と同様に，その多くが従句と

して機能している。しかし，主匂用法もいくつか存在し， とりわけー次の例は，

“正在Y"が“j童着口の蜜語の一部を構成しているという点で注自できるO

告)営経上古日寸候，有五百只番郎記t洋取宝， j童着{也正在校 i二1，五百只!%l-只当得。。
五百枚冷焼併。(第96回〉

ところが，例⑫や⑬と同様に，“正在Y"に程度補語構造や否定詞が含まれ

る用法も依然として伎われ，“正在"がなお“正在V向"と関連を保っている

ことを示している。

③正在激得爆銚，恰好美里百一戸牛角椋IJg; ~n向。内出 Bft弓 ~I等宰11合呈虎来。(第
o 0 x 

64回〉

⑫国王正在不見了髭共，襖悔一十不了，只見把汀的番卒J民税道。(第61回〉
o 0 x 

《三宝太監西洋沼》において，“在"を伴う語法として，以上に見たような例

が多用されるだけならば，単v:こ“正在Y"をまとまった形で、含む初期のものと

して，この作品を位置付けることができるに止まる。しかし，この作品には，

現代語の用法に酷似する“在Y"すらも大量に見い出すことができるのである。

6 

まず“迩(あるいは都，只，又，也など〉在 Vη の句型を見ることにする。

@忽一日三位老苓坐在「里，正是午牌吋分，余匠人都在辻午，猛然i司作房里
o 0 

日夢想自宅ロ宅， 芝唇芝舌。(第17回)

③王明脱了樵夫，得了宝只，取了氏!盟蛋，愈加不)j生之喜，心里只在想，決道。。。
(第52回〉

②京iづ上是↑青毛道長，恰好青毛道長又在磁i涯，王明君見青毛道長il子呼的櫨。。
睡，他就喜之不問=，心里治道。(第59回〉

(争原来西海蚊又有些実性，也在!堤防l拡都督的n普街暗拾，只若見是枝1示他急、。。
忙里取出水磨鞭来，一戸n向，把枝杯早己打落在地上。(第62回〉

こうした“述在Y"型は，形態的には“正在Y"の“正"が“述日などに置

き換わったものと見ることもできる。しかし，③のように主匂の“猛然河口な

( 18 ) 



どの副詞と呼応して従句を作る用例は多くなし、。例⑧~(③は従句として用いら

ているのか，主句を構成しているのかは判断しがたいし，次の例でも“又在V"

勾とその後に位置する匂との連接の密接さは相当に失われている。

(③百夫人又在算1+賛成仙，暁得迭/ト一見刀不奈他{可，実ーす\破徒歩寅jえ1I.JJ;透~
o 0 

JL玖将遊去。(第81回〉

さらに次のこ例は，主句としての用法と見る他はない。

@t工;主主j~在蒲図上， I亨也口亨，述在突。突了一会，把只手探起正!こ子来。(第92回〉。。
③第子却オ得了正果，図受他逮一牽IJ1:，故此窮js不得収掌ゴ主宮，述在閑散。

o 0 

(第94@)

“述在Vη 型は，“正在V!，s]円との間に共通点を保ちつつも，それとの距離を

しだいに大きくしつつあるかに見える。

7 

次に"迩在Vη 型に“述"や“都日などを伴わない{デ止すなわち，“在Vη

を見てみたい。

二位元りrlJ若来，只見是一千老白jt，口里不住的在吃人!望。〈第四回〉
o x 

母国姉道:“是我貧{曽在打坐，猛然同一i年信氏所泣，食{曽放了民共，:j1]¥住了。×
只尾!史了一i丸信j又上当主一物。(第341ヨ〉

母)ー臼，波先月間王在献宝，他就撮奔一千鬼珪，把決2氏努倣丙只一史潤，一只可
o x 

料問]将位一千宝貝来。(第96回〉

“在V"のすべての用例のうち， 41列が例舎の女[]く，勾末に μ哩日を伴い，

明確に主句として用いられている。しかし一方では， llU:o・ l⑬のように，主勾

の“猛然、i可日や μ就日と i乎応して従匂を:構成しているものも見られるつこの点

では，“在Vη は“正在VI可ηと同じ機能をも担っていると言える。

これらの用例の検討ーから， μ在V" ~丸“迩在V"と同様に，主匂としての用

法を示しながらも，なお ι正在V>>や“正在V向"との間に，些かの共通性を

保っていることが知られるO

8 

以上， μ在日が動詞と結び付く句型を三つに分けてその用法を概観した。こ

こで知られたことは，これらの三句型は互いに共通性を保ちつつも，“正在V"

には従句用法が自立つが，“在V刀は現代語にも通じる主匂用法を持ち，“述在

Vη 型はそれら二型の中間的な機能を示すことがあるということであった。そ
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こで“述在V"型及び“在V"が持つj昔話Eについて，現代語と比較しながら検

討を加えてみたい。

⑧三太子只在算廿射)JIj人，去p不曽算it別人射自己。那出資得述一箭，正中着
o 0 0 0 x x x x 

他的左j左肩失。(三太子は他人を射つことばかりを考えていて，他人が自

分を射つことは考えていなかった……)(第65@])

例おでは“只在~iH" が“不曽算ヤ1-" と対立する表現として伎われており，

この作品における“(述)在V"型の機能を解釈する手がかりを，ここから得

ることができる。

⑧j立了一会，只IYi-見I騎一戸flj弘一↑を綿一見到面上，打-3章。王明只在想着II査
o 0 x 

経虫)L， i人不得是十二否蝿， I可涜道。(しばらくするとブーンという音がし

て，一匹のハエが飛んで来て顔に当たった。王明は限り虫のことばかり考

えていたので，それがハエだということがわからずに……)(第83[e:1)

この例では“只在V"が“若日と結び付いており，見かけの上で、は，現代語

における“在V着"と完全に重なるO “在V着目の句型は，一般には，南方系

の“在Vη と北方系の μV着"が混合した結果，現代に至ってようやく成立し

たものとされるが， {三宝太監西洋沼〉に注自すれば，現代に己にこの匂型が

出現していたと言える。

また，“-J左，一治"の中で“在¥l" を用いることによって，二つの

の同時進行を示していると見られる例もある。

⑧不知宏、弘祥JL，那小娘子的下身小衣服部是散的。那小娘子仕上皮jし一近在挺，
x x 0 

一双小脚一 迫在左3:t:b右掲， 3己手1]尚早]小衣服也抱吊了。(どうしたわけ
x 0 

か，その女性の下若はすっかりほどけた。彼女はお腹を押し付けながら，

もノミタバタ動かしていると，和尚の下着も脱げてしまった)(第92@)

現代語では“一治，一迫~η 匂の中で，“在V"が用いられることは，一

部の方言において認められるものの，必ずしも標準的な用法でないとされるO

この点で， {三宝太監西洋氾》の“在V"~土現代詩'と些か異なる。

さらに，“要"が“也在V"のVとして用いられる例も存在する。

③那千百弓之主自由自在，也在特身，也在要去o (百鳥の王は自由に身をひ
o 0 0 0 x 

るがえしたり， Jlをび去ろうとしたりした)(第76回，他に第83沼にも類例

あり〉

この例では“也在特身"と“也在要去"が対を構成しているが，ここに現代

と同じ進行の機能に通じる要素があるか否かは確認し難い。

このように， {三宝太政西洋i_[]における“在V"V丸現代誌に極めて近い
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m法を示しつつも，現代認の所認進行の概念と一致しなし、ものも含んでいる。

9 

ところで，“在V日を論じる!苛〉 しばしば“在那里Y"との関係が取り上げ

られるo {三宝太監西洋i己》でも，この句型が用いられる。

③:ー撒撒在半天云皇，只見云盟国有一群i却費在;JJs堅一切手(第711ヨ〉
000  

この例のように，“云壁面η などの認で場所の:明示されているにもかかわら

ず，さらに“在万けが用いられる例が， I日白話には少なからず認められる。

こうした“在那里Vη 』ま実義性を失う結果，進行の概念を示す機能を持つとさ

れる 15)。マモ那思"が突義を失っているか否かは，多くの場合，文脈に頼って判

断せざるを得ず，用例U2&を算出し難し、がラ作品全体で'K:守30OUをその例として指

摘することができる O そこで“在Y"と“在那皇V日とを比較してみたい。

⑬窪判官己自到了庁上， I司況道:“側庁JL是那↑在済活!盟?日(第87回〉。
⑬好↑大u民"行止疾徐， [111中乎礼，行主Ij庁上 i見送"側庁JL是我在那里浜

x 0 0 0 

活。〈第87fヨ〉

{チIJ⑫では日在Y"によって進行が示されているが，この匂に対する返答とし

て 3 タIJ1llでは山在万1~ 1Jl Y" が用~，、られている。このことから，この作品におい

ても Y"と“在万smY"は近い関係にあっ，両者三類似ーした接詑を持つ

ものとして，併用されていると見ることができる。

円

υ
必
E
S
2
s
・

以上，所謂進行の概念を表すと考えられる日在日を伴う句型について，それ

をし、くつかに分類して考察を加えた。その結果， {三宝太監西洋沼》における

y"，“述在V日型3 日在Y"及び“在那里V口 v:t)機能・用法の詣で互い

に類似した特徴を慌えていることが知られた。しかし，これらの匂型が，現代

中期以前にどのように関連し，影響力を持ち合ったのかという点は，なお明ら

かではなし、。また， {三宝太監西洋i2Tにおいて，“述在¥1"型や日在Vけがこ

れほど多用されたにもかかわらず，なぜ、当時の{自作品に広く受け入れられるこ

となし訟法史の流れの底に沈んでしまったのかとしづ問題L 検討を待たね

ばならない。

しかし〉小論で扱った ι(述〉在Vη が，非直接的な形で、あれ，現代詰の μ(述〉

在Y"に継ながるものであると仮定すれば， {三宝太監西洋沼》の成書年代(も

しくはテキストの信溶性〉に疑問が提出されない限り，少なくとも次の二点は

( 21 ) 



指摘することができょう。すなわち，動詞が“在日を伴って進行もしくはそれ

に近い概念を表す話法は，明代仁iコJUJ以前に，文学:言訟の表面には現れ対tし、姿で

存在していたで、あろうこと。そして，“述在Y"型や“在Y"の句型の発生は，

これまでの所説と大L、vこ兵なり，代や民間初J!J]で、はなく，明代中J!}Jにまで遡

ることができること。

己に示したように， ~三宝太監西洋i己》においても，形態・機能の点で，“述

V日型が，“J王在Y" と“在Y" との iヰコIMjに位置するかに見える。もし，“述

在 Y"型が，“II在Y"から“在Y"が成立する際のー形態としての役割を担

ったのであれば，民国初期に北方で“在Y"が受け入れられる過程と同様の現

象が，現代中期に生じていたことになる。 300年の時の流れを l慌てて， )霊史は

二度繰り返されたのであろうか。

く注〉

1 )例えば王力1946，呑坂1974など。

2)粛斧1957，ttH論19820

3)拙論19900

4)太田1958，p.2760 

5)前掲拙論19820

6)注 4に同 Co

7) この用例は，呑坂1987，p.286で己に指摘されている。内閣文庫蔵有11イHI堂本:こ拠った0

8) この部分についてはy 阪本と察本との間lこ異同はない。

9) 1fU⑤及び⑮の二jT3例:土，呑坂1983，p.7で己に指摘されているO

10) <笑海主主珠》は高宋・元の頃の{乍121とされるが，現存するテキストは江戸H寺代の写

本である O 内閣文庫本に拠った。

11) {水許停〉のみに限って見ても，第 2@]， 3 @， 4回， 12回) 22回...なと、少なくなし、0

12)小論では，筑波大学蔵一十二行本を用いp 内閣文庫蔵十二行本で、補った。

13)陪樹を・竺少隼19850

14)調査対象にした数作品に基づく限札口正在V"が目立ち始めるのは，万暦末以降

である O 前掲ttll論19900

15)前掲715斧1957他。
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